
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）教科体育での実践 

 

 

 

【スピードや敏捷性の向上をねらった変形ダッシュ】 

 

 

 

 

 

【全身持久力の向上をねらった宝集め】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
【バトミントン １対１のラリーゲーム】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）教科外体育での実践 
 

 

 

 

 

 
【バトンパスの練習】   【作戦会議の様子】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１年生では、男女ともに、敏捷性、全身持

久力が市平均と比べると劣っている。2 年生

では、男女ともに、筋力、筋持久力、スピー

ドが市平均と比べると劣っている。3 年生は、

男女とも、筋力、筋持久力、柔軟性、瞬発力

が市平均と比べて劣っている。 

 崇化館中学校全体では、学年によって苦手

とする分野は様々であるが、体力テストでは、

市平均を下回るものがとても多いため、体力

の底上げが必要であると考える。また、運動

意欲に対しての二極化も見られ、運動に対し

て消極的な生徒への支援や体力向上の必要性

も感じている。そのため、運動を苦手だと感

じている生徒に目を向けた授業の工夫と、運

動量の確保に重点をおいた授業を展開し、3

年間を見通して、生徒の体力向上を図りたい。 

 

 

 

 

 

◇POTETO の活用 

単元の導入時、授業の初めなどに、筋力ト

レーニングやストレッチ、コーディネーショ

ントレーニングなど、単元に合ったものを

POTETO のメニューを参考にして取り入れ

ている。 

◇体育祭 

運動量が豊富で、体力向上にも有効な全員

リレー、綱引き、⾧縄とびを種目として取り

入れている。 

 

 

 

体育授業を中心に体力向上のための様々な

活動を行った。また、ゲーム中心の授業を展

開することで、運動を楽しみながら技能を習

得する姿が見られた。今後は、持久走の単元

を組み込んだり、家庭で行う自己トレーニン

グメニューの作成をしたりするなど、体力向

上に向け、積極的に働きかけていきたい。 

◇ゲームを通しての技能習得 

人数やルールに条件をつけたミニゲーム

を多く授業に取り入れることで、運動量を確

保している。さらに楽しみながら技能習得も

目指す授業構想としている。 

◇授業形態や単元構想の工夫 

全校男女共習で、リーダーを中心にチーム

ワークの向上を重視した授業を行っている。

ルールや用具、場の工夫により運動能力の高

い生徒のみが活躍する授業ではなく、運動能

力の低い生徒も安心して運動に親しむこと

ができる授業を心掛けている。 


